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熊本大学では、現地での再開発計画を進めています。本学の各学部が位置するキャンパ

スは「埋蔵文化財包蔵地」に指定されており、再開発計画を実施するにあたっては、文化

財の調査・記録保存を行っています。

本年度は、本荘北地区（医学部附属病院）と本荘南地区（医学部）での発掘調査をはじ

め、各キャンパスで29件の調査が行われました。

本荘南地区では、縄文時代の遺物や古墳時代の住居址が検出され、また 9世紀以降付近

が水田化したことが確認されました。本荘北地区の調査では、敷地南側では初の本格的な

調査により古墳時代から古代にかけての集落が検出され、遺跡の広がりについて新たな情

報を得ました。畑址や祭祀の跡など、これまでにない昔の人々の活動の痕跡も発見されま

した。-また、南地区と同様に付近が水田化したことも判明し、白川沿岸での集落・土地利

用の変遷を追う上での貴重な調査結果を得ました。

本年度の調査成果を『熊本大学埋蔵文化財調査室年報 11』としてここに報告し、本書

が熊本県の考古学やその他各分野での研究資料として広く活用されますことを期待致しま

す。

2005年3月

埋蔵文化財調査委員会

委員長北野 隆
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1.本書は熊本大学構内において， 2004年4月1日から2005年2

月末日まで行われた埋蔵文化財の調査および熊本大学埋蔵文化

財調査室の活動内容に関する年次報告書である．

2.構内遺跡の調査は，昨年度に引き続き，年次と調査順を表す

調査番号で表すこととし，出土遣物や記録類もこの番号で整

理・管理している．

3.遺跡略号は，地区ごとにローマ字3文字で以下のように表記

した．黒髪町遺跡黒髪南地区 (KKS)，同北地区 (KKN)，本

庄遺跡医学部構内 (HJM)，同病院構内 (HJH)，同医療技術

短期大学部構内 (KHJ)，京町台遺跡教育学部附属小中学校構

内 (KMS)，大江遣跡群薬学部構内 (HJP).

4.遺物への注記は，遣跡略号＋調査番号＋出土遺構（位置）の

順で行った．

5.本書に掲載した遣物やその他の出土遣物およぴ調査にかかわ

る記録類はすべて熊本大学埋蔵文化財調査室にて保管している．

6.本書で使用した遣構実測図は，小畑弘己・大坪志子をはじめ

とする調査参加者が，製図は大坪が行った．

7. なお，遺構実測には手書きによる記録とともに遺跡調査汎用

システム（カタタ Ver.3ーアーケオテクノ社）を使用した．

8. 本書の執筆は，付篇およぴ抄録を前田が， I 章 •II -1章を

大坪が， m章を小畑・大坪．檀が，英文サマリーを大坪が，ハ

ングル文については大坪・金姓旭が行った．

9.本書の編集は大坪が行った．
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I第 1章本年度の調査概要 ］ 
本年度は表 2のとおり ，発掘調査 3件，立会調査29件，

試掘調査 6件を実施した (2月末現在） ．

本年度実施した発掘調査は，本荘南地区 （医学部）発

生医学研究センター建設に伴う発掘調査 (0402)，本荘

北地区（附屈病院地区）における基幹・現境整備に伴う

発掘調査 (0411)である． また現在，2月21日から黒嬰

北地区において，情報ネ ットワーク館建設に伴う発掘調

査を行っている．病院地区では，基幹 ・環椛整備に伴う

周辺設備工事において，辿構が検出されており，本調査

に切り替えて対応している．本荘南地区における発生医

学研究センター建設事業は，P・ F ・ I制度によるため，

調査報告は別稿である．

本荘北地区における基幹 ・現境整備に伴う0411調査地

点は，敷地の西南隅に位骰する．北地区は．東西に横断

するII音渠によって南北に二分することが出来るが， 0411

調査地点はこの暗渠南側での初めての本格的な調査で

あ ったこれまでII音渠北側で実施された9901・ 0006 ・ 

0104 ・ 0119の各調査地点の結果からは．古墳時代前期か

ら古代にかけての集落が広がり，辿構の分布が非‘常に密

であることや．逍物包含荊 ・辿構面は東側ほど浅くなる

ことが分かっていた．II音渠の南側では発掘調査を 2度

行っている (9601・ 9807)．これ以外，特に西側では旧

河川と思われる砂陪が検出されたのみで，辿構の分布状

況は不明のままであった．この様な点で，今回の発掘調

査は暗渠南側での迅構の内容や密度，分布状況を把握す

る好機となった．

既往の調査では，辿物包含層や地山が西南に向かって

傾斜し低くなっていることは確認されていた．0411調査

地点では，包含層を検出する深さは地表下約 2m と深

く，削平や批乱による破壊は他地点と比較すると非‘常に

少なく ，遺構の遺存状態は良好だった．古代の追物包含

層では近世以降幻．牌のほか，古代のものと思われる畑址

が検出された．また，先に実施された医学部発生医学研

究センター建設工事に伴う発掘間査で，本荘地区構内で

は初めで検出された，水田の床土のような土府が確認さ

れた．周辺一帯では古代以降，水田化するという調査結

果が得られており，これに符合するものと思われる．

さらに，辿物包含陪の下からは，古代と古瑣時代の竪

穴住居址．掘立柱建物址 ・溝等の辿構が検出された．こ

れらにより， II音渠の南側にも古培時代から古代にかけて

表 1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一院（アミ 部分は本年度調査した地区を示す）

| No． 地区名（学部名） 所在地 逍跡名称 逍跡の種類 逍跡の時代 ＿ 備 考 1 

1 黒髪北地区（法 ・文・教・大教セン熊本市黒髪2丁目40-1 黙髪町遺跡 集落址 縄文・弥生・
ター）黒嬰北地区 （教行学部附屈従熊本市黒髪5丁目17-1 奈良 • 平安
護学校）

2 黒髪南地区（エ ・理） 熊本市黒嬰2丁目39-1 黒髪町遺跡 集落址 縄文 ・弥生・
奈良 • 平安

3 京町地区（教脊学部附屈小 ・中学校） 熊本市京町本丁 5-12 京町台遺跡 集落址 弥生 ・近世

4 城東地区（教脊学部附属幼稚園） 熊本市城束5-9 熊本城址 城館址 ・熊本城近世
関辿遣構

5 教育学部新南部牒楊 熊本市新南部居屋敷240-] 新南部遺跡 散布地 縄文 ・弥生

6 理学部臨海実験所 上天草市松島町合津6061 IiiJ島貝塚 集落址 縄文 ・弥生 1995年度の間査に
よって貝塚でない
ことが判明

7 本荘南地区（医） 熊本市本荘 2丁目 2-1 本庄逍跡 散布地 ・集裕址 縄文 ・弥生 ・
奈良 • 平安 ·

中世

8 本荘北地区（医学部附属病院） 熊本市本荘 1丁目 1-1 本庄遺跡 散布地・集裕縄文・弥生・
（熊大病院敷址 ． 古項 ・奈良 ・
地遺跡） 硲地 平安 ・近代， 九品寺地区 (I医燎技術短期大学部） 熊本市九品寺4丁目24-J 本庄辿跡 散布地 ・集落址 縄文 ・弥生 ・ 周辺遺跡

奈良 • 平安 ・

中泄

10 薬学部（薬） 熊本市大江本町5-1 大江遺跡群 官術址 奈良 • 平安 周辺遺跡

11 大江地区 熊本市渡鹿4丁目］ー 1 大江逍跡 集落址 奈良 • 平安

12 宇留毛地区（駿貝宿舎） 熊本市黒髪7丁目 宇留毛神社散布地 弥生 ・奈良 ・
周辺辿跡群 平安・占竹・中せ

I 本年度の詞査概要
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図1 黒髪町遣跡•本庄遣跡の位置と周辺遣跡の分布図 (1/25000)

I） 
1 黒髪町遣跡群 磁桜山中学校校庭遺跡
2 本庄遣跡 29 字留毛神社周辺遣跡群
3 池田山伏塚造跡群 30 カプト山造跡
4 永浦遣跡群 31 字留毛A造跡
5 打越遣跡群 32 宇留毛B造跡
6 打越貝塚 33 渡鹿遣跡群
7 津浦ーノ谷横穴群 糾辻遺跡
8 ーノ谷遣跡 35 新南部遺跡群
9 稗田横穴群 36 子飼遣跡
10 舟場遣跡 37 熊本城跡遺跡群
11 舟場山古墳 38 藤園中学校校庭遣跡
12 寺原横穴群 39 新屋敷遣跡
13 京町台造跡群 40 大江白Ill遣跡
14 京町2丁目遣跡 41 大江遣跡群
15 伝大道寺跡遣跡群 42 甫平上遺跡
16 内坪井遣跡 43 帯山遺跡群
17 室園遣跡 44 山崎古墳
18 松崎遣跡群 45 辛島町造跡
19 万石茶山古墳群 46 唐人町遺跡
20 立田山山頂遣跡 47 北水前寺遺跡
21 黒髪町下立田遺跡群 48 酉水前寺町遣跡
22 万石茶山遺跡 49 水前寺廃寺跡
蕊稼野遣跡 50 陳山廃寺跡
以立田山東中腹遣跡 51 神水遺跡
25 宇留毛浦山市営墓地遣跡 52 国分寺跡
26 浦山第2横穴群 53 江津湖遺跡群
27 小峰遺跡 54 出水国府跡

ー 本年度の調査概要
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表 2 2004年度調査一覧

I 調査期日 調査番号 地点名 ］雷調査面積 時代 遺構・遺物ー一~
04 ・ 4 • 7 0401 黒髪団地北地区教室新築工事立会調査 33. 8rri 遺構・遺物なし

（渡廊下設置）

04 ・ 4 • 9 本荘団地北地区中央診療棟試掘調査 10. 44rri 古代 溝？ •土師器
（軸）設営工事

04 ・ 4 • 13~ 0402 本荘団地南地区発生医学研究発掘調査 1241. 75rri 古代 土師器・須恵器・縄文土
5 • 31 センター建設工事 器

04 • 5 • 26 黒髪団地北地区熊本大学大学試掘調査 7. 76rri 古代 ピット・土師器
院社会文化科学研究科研究室
新築工事

04 • 5 ・ 14 0403 本荘団地北地区中央診療棟立会調査 150面古代 土師器
04 • 10 • 14 （軸）設営工事

04 ・ 5 • 21 0404 薬学部地区植物園棚支柱ほか立会調査 3.3面 遺構・遺物なし
設置工事

04 ・ 6 • 25 0405 薬学部地区宮本記念館新営機立会調査 68. 48rri 遺構・遺物なし
械設備及びその他工事

04・6・28 本荘団地北地区（医病）基試掘調査 10面古代・縄文土師器・縄文土器・土壊
幹・環境整備工事

04・5・24 
04 ・ 5 • 26 薬学部地区宮本記念館（仮
04 • 6 • 4 称）建設工事（旧建物撤去・
04 ・ 10 • 26~ 0406 樹木撤去・電気配線・給水管立会調査 1332. 4rri 遺構・遺物なし

28 配管・ガス管配管・樹木移
04 • 11 • 12 植）
04 • 11 • 29 

04 • 7 • 26 0408 宇留毛地区小碩宿舎揚水管漏立会調査 26.2面 遺構・遺物なし
水配管改修工事

04 • 7 • 29 黒髪団地北地区記念碑設置工 立会調査
04 • 8 • 6 0409 72rri 遺構・遺物なし
04・8・20 

事

04 ・ 8 ・ 23 黒髪団地南地区理学部駐輪場試掘調査 11面古代 柱穴・須恵器・土師器
取設工事

04 ・ 8 • 9 
04 ・ 8 • IO~ 黒髪団地北地区熊本大学大学

11 0410 院社会文化科学研究科研究室立会調査 370rri 遺構・遺物なし
04・11・ 5 新築工事
04 • 11 • 11 

04 • 8 • 17~ 
19 • 23 

04 • 9 • 3 本荘団地北地区（医プ病室）基 土師器・須恵器・縄文土
04 ・ 9 • 14---- 0411 幹・環境整備（ポン •RI 立会調査 420rri 器・竪穴住居址・溝．

22 実験棟取壊等）工事 ピット

05 • 1 • 27~ 
（継続中）

04 • 9 • 16 0412 本荘団地北地区附属病院都市立会調査 5. 7rri 遺構・遺物なし
ガス漏配管修理工事

04 ・ 9 • 16 0413 京町地区附属中学校台風被害立会調査 8 rri 遺構・遺物なし
による倒木起し

04 • 9 • 16 0414 黒髪団地南地区工学部台風被立会調査 4 rri 遺構・遺物なし
害による倒木起し

04 ・ 9 • 21 0415 薬学部地区台風被害による倒立会調査 10面 遺構・遺物なし
木起し

04 ・ 9 • 21 0416-1 本荘団地北地区附属病院台風立会調査 8面 遣構・遺物なし
被害による倒木起し

04 • 9 • 22 0416-2 本荘団地中地区医学部台風被立会調査 1. 5rri 遺構・遺物なし
害による倒木起し

I 本年度の調査概要
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I 調査期日 祠査番号 地点名 〗喜？鯛査面和 時代 追構・追物 I 

04 • 10 • 12 

04 • 10 • 12 

04 • 10 • 19 

04・10・22 

04・11・ 1~ 
12 • 28 

04 • 11 ・ 16 

04 • 11 • 29 

04 ~ 12 • 6 

04 • 12 • 15 

04 • 12 • 24 

04・1・11 

05・2・1~ 
2, 7~9 

05 • 2 • 21~ 
（継続中）

05 • 2 • 4, 
8~9 

05 • 2 • 4 

05 • 2 • 21~ 
22 

05 • 2 • 21 

0417 

-0417 

0418 

0419 

0411 

0420 

0421 

0422 

0423 

0424 

0425 

0425 

0426 

0427 

0428 

0429 

黒髪団地北地区重要文化財案
内板設置工事

黒髪団地南地区重要文化財案
内板設置工事

黒髪団地北地区夏目漱石記念
碑標柱設置工事

本荘団地北地区附属病院福利
厚生施設引込配線工事

本荘団地北地区（医病）基
幹・環境整備

薬学部地区テニスコート整備
工事

黒髪団地南地区さく井設備工
事

本荘団地北地区中央診療棟
（軸）設営工事

黒髪北地区情報ネットワーク
館関連工事

黒髪団地北地区記念館（木
造）取壊工事

本荘団地北地区ポンベ庫取設
工事

黒髪北地区情報ネットワーク
館事前工事（配管工事）

黒髪北地区情報ネットワーク
館建設工事

本荘団地北地区防火水槽取設
工事

黒髪団地北地区資料館前水道
管漏水修理工事

黒髪団地南地区樹木移植工事

薬学部地区雨水設備工事

立会調査

立会工事

立会調査

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

試掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

発掘調査

試掘•発
掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

0. 5rrl 

0. 5rrl 

0. 3rrl 

2. 23rrl 

551出

695rrl 

43rrl 

66. 4rrl 

18rrl 

754rrl 

14. 5rrl 

160. 08rrl 

1170. 4rrl 

84rrl 

1.5rrl 

19rrl 

4. 25rrl 

古代・古墳
・縄文

古代

古代

古代

中～近世

遣構・遣物なし

遣構・遣物なし

遺構・遣物なし

遺構・遣物なし

竪穴住居址．掘立柱建物
址・溝・畑・土師器・須
恵器・縄文土器・鉄鏃．
勾玉•石器
遣構・遣物なし

遺構・遺物なし

遺構・遣物なし

土師器・須恵器
住居址．柱穴

遺構・遺物なし

遣構・遣物なし

土師器・須恵器

土師器・須恵器

土師器・須恵器
馬骨・銅銭

遺構・遣物なし

遣構・遺物なし

遺構・遺物なし

の集落が営まれたことが判明した．

遺物については，まだ整理・精査が途上のため，詳細

は今後の課題であるが，古墳時代について言えば，暗渠

北側で出土している土器群と，今回調査した土器群はや

や時期が異なるように思われる．また，本荘北地区での

調査において，縄文時代の遺物も確認されてきたが，今

回も縄文時代の遺物が出土した．これまでは，破片が散

在していたのに対し，今回は，復元は困難であるが比較

的場所と量がまとまっていたのが違う点として注目され

る．本調査地点では，古代の遺物包含層が厚いため，下

の文化層への影響が少ないことも考えられる．出土量は

決して多くはないが，今後とも縄文時代の遺物・遺構に

注意を払う必要があることを，再認識した．

また，明確な遺構は確認されなかったが，祭祀を行っ

たと思われる遺物群の出土があった．本調査区で確認さ

れた遣構は建物・住居と溝，畑という「生活の場」を連

想させるものである．その中において，上記の祭祀がど

のようなものであったか，各遺構と時代性との比較・検

討の結果が注目される．

現在進行中の基幹・環境整備事業の周辺設備工事に伴

う立会調査においても，住居址や溝等が確認されている．

本調査区の北側，及び東側にも集落が広がることが判明

しつつあり，今後開発の対象となることが予想される暗

渠南側一帯の有力な情報を得た調査であった．

このように，本年も貴重な資料を得た．しかし，例年

指摘しているように，これらの資料を学術資料として，

広く活用できるようにするための体制は未だ確立されな

いままである．過去および将来の調査資料が，活かされ

るための体制作りが切望される．

ー 本年度の調査概要 ！
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1I―1 0 4 1 1調査地点

1. 逍跡の立地と周辺地形

本調査地点は，本荘北地区に所在する本庄辿跡内にあ

る．阿蘇に発した白川は熊本市内に入り大きな蛇行を繰

り返したあと，熊本城の南東部を迂回して有明悔に注ぐ．

本荘地区は，白川が最も熊本城に近づいた地点の，左岸

の自然堤防上（標高14m)に立地する．

本荘北地区では校舎や病棟の新営に伴い， 比較的規模

の大きな調査が行われている．その既往の調査で古瑣時

代前期から古代にかけての集落が確認され， 一昨年には

弥生時代前期初の溝も検出された．辿構の分布は，白川

に近いほど濃密であることが分かっている．

しかし，これまでの調査は本荘北地区を東西に虹く 川

(II裔渠）の北側に集中しており ，南側の追構の辿存や分

布状態については不明であった．

2.調査の概要

平成15年度に計画された基幹 ・斑境整備事業である．

既存の RI実験棟 ・ポンプ室 ・地下の各種水槽等を解

体 ・撤去し，新しく受水槽 ・ポンプ室等を建設する事業

である．

予定地内にあった支照配管を先行して切り替え，発掘

調査を実施した．また，ガス ・霊気 ・給排水などの付帯

工事については現在立会調査（発掘調査）を随時進めて

いる途中である．終了したものについては，第川窪で報

告する．

く調査面和＞

551面

く調査期間＞

2004年11月 ］日～12月28日

く調査員 ・参加者＞

大坪志子．

岡田イツ代，奥村力，奥村洋子，河野直美，河野義勝，

木村洋子，白石美智子，杉村昇，邸山はるよ，田中恒理

子，谷優美子，田部孝子，土谷順子，鶴田峯子，中島公

子，西山チカエ，浜田百合子，早田咲百合，番山明子，

堀川貞子，前原タッ子，松井昭子，宮村邦子，森川征子，

森川護，森田登，山本朝子．

3.調査の結果

a 基本府序 （図5)

本調査区では，本庄辿跡の中心となる古代の包含層や

追構而（地山）が地表から深く，若干の投乱は受けてい

たが辿構の追存状態は良好だったと言えよう ．

謂査区西壁では ll曽から 3附まで，南壁では 6陪まで

が近世～現代の埋土である．西壁の 4層（南監 9荊）は，

赤銅色の鉱物が沈殿 ・凝固したKa;1で， 5層（同101屑）は

粘土質肘が固まった陪であり ，水田の床土のようである．

6附（同11府）は 5l屑と基本的な土例は変わらず固まっ

ていない府で， 5・ 6陪は本来同一の古代の辿物包含府

と思われる．7層（同］2！習）は，上陪と下の地山との中

間府である．

b 検出迎構と迫物

今回の調壺で検出された主な辿構は，近世～近代の溝

4条，柱穴群，古代の畑址，溝 3条，掘立柱建物 4棟，

竪穴住居址 3基，古瑣時代の竪穴住居址 3基がある．こ

れらが検出された辿梢而は大きく 2而に分けられ，近世

以降の溝と柱穴群およぴ古代の、J:III址が上而で，古代の溝，

竪穴住居址，古培時代の竪穴住居址は下面で検出された．

＜溝＞

近世以降の溝

1~3号溝

調査区の南を東西に併行して走る溝である．幅は 1号

溝からそれぞれ0.76111, 0. 46m, 0. 78m,深さは0.22m, 

O. lm, 0. 3mである．東端 ・西端ともに現代の撹乱に

よって不明である．3条とも整然と並んでいるが，調査

区西側で 1号溝と2号溝の間の立ち上がりがなくなり，

写真 1 1 ~3号溝 （東より）

ーヽ 一；
て一

｀ 
、.,

、し・．・—· ̀ ご
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図 3 0411調査地点遺構配置図 1 (1/150) 
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図4 0411調査地点遺構配置図 2 (1/150) 
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一体化しているようだった．辿物としては土師器などの

破片が若干含まれるが，埋土から近世末以降のものと思

われる．

30号溝

調査区の北西隅を南北に走る溝である．現状で幅約

4.5m, 深さは約0.9mである．埋土を除去し 5附上而レ

ペルで検出した．断而の様子から，後述する本来あった

33号溝を近世に再度掘削し，拡張したようである．底に

は鉱物の被毅があり，水の作用が強く働いたことが観取

される．辿物は黒色土器の椀のほか，近世末以降と思わ

れる磁器の破片等があるが，全体的に出土辿物は少な

かった．

写真 2 30号溝． 33号溝（南よ り）

85号溝

調査区の東壁にそって南北に走る溝である．溝の東側

は調査区外であり，正確な幅や深さは不明である．出土

辿物は土師器片があるが，この溝も埋土から近批末以降

のものと思われる．

古代の溝

33号溝

30号溝の中で検出した 30号溝の底を検出する際，東

側に掘り込みがあることが判明し， 33号溝として掘削し

た．30号溝の底而レペルで幅約 1m,深さ約1.3mで，

輻に対して深さのある，狭長な溝である．類似の溝は，

同じ本荘北地区内の9601調査地点で検出されている．追

物は土師器や須恵器の砕片がわずかに出土したイノシ

シと思われる動物骨片（顎 ・歯）も 出土 した．8世紀～

9世紀に掘削されたもの と思われる．

111号溝

調壺区を西北 より に南北に走る溝である．70号溝が東

に振れるのに対して，111号溝は西に 5゚ 程振れる．後

世の畑址の西端に位附し，畝に切られていた．南端は次

第に浅くな り，自然に消滅する追物はほとんどない．

り 発掘調査

畑を耕作した際に，散逸してしま ったよう だ．

170号溝

調究区の中央，やや南よりを南北に走る溝である．束

に15゚ ほど振れる．幅約0.7m, 深さは約0.3mである．

底部が狭い V字状の溝である．当初は175号竪穴住居址

との切り 合いが不明であったが，l75号住居址を若干下

写真 3 111号溝（北より）

げたと ころ，170号溝が切っていることが分かった．辿

物はほとんどないが，7世紀後半ごろの須恵器の翡杯脚

部が出土している．

写真 4 170号溝（北より）

204号溝

調査区の， 丁度南西隅から北に伸ぴる溝状の追構であ

る．207号住居址の手前で土質が変わり ，底が立ち上が

るように盛 り上がる．207号住居址を切る，あるいは北

にイl|lぴる様子はなかった．

く掘立柱建物址＞

調査区の北東部で検出された．調究時には柱穴の配列

を把握できなかったが，測批図で確認した．全部で 4棟

あ り， すべて 2間X 2問の掘立総柱建物である．4号掘

立建物址がおおよ そ北を向くほかは，2号 ・3号掘立柱

建物が康に大きく振れ，4号掘立柱建物は逆に若干西に
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振れている．2号建物以外は，同じ場所で立替を行って

いることが分かる．古い土で構成される 2号が最も古い

と思われる．建物の方向から 1号と 3号が同時期あるい

は近い時期のものと思われる．建物の方向としては．4

号が最も新しいようだが， 3号の新しい建物よりは，柱

穴の土は古い．3号が時間を置いて同じ場所で立替を

行ったとも考え難<, 3号の古い建物と 4号との前後1剥

係は分からない．II音渠北側の9901調査地点で検出した掘

立柱建物址は，おおむね北を向いている．本調査地点で

検出した建物のように，大きく東に振れる建物はなく，

様子が異なる．

＜畑址＞ （図 1・ 6) 

近世の溝などを検出した最初の辿構而は，鉱物が沈

殿 ・凝固した陪で毅われており，その下には粘性が裔く，

がちがちに固まった土の層であった．この土を下げると，

畑の畝が筋状に検出された．検出した畝も，水の作用を

うけたのだろう ，非常に硬く固まっていた．

畝の配列には 3方向ある．調査区の北壁中央部から南

に向かって，ほぼ東西を向いた畝の列があり（①），調

査区中央付近以南には北東ー南西向きの畝の列が展開す

る（②)．また，極わずかに北北西ー南南束向きの畝が

あり，これがもっとも新しいものである（③）．①と②

では①が先である．畝は北側ほど高く，辿存状態が良

かった．調査区中央部から南部にかけては，畝の諏複が

激しく，上陪との分膀が困難だったため，畝の検出が困

難であった地山を被毅し，畝を構成する硬い土が，調

査区南部では浅いピット状に地山に入っていた．整然と

並ぴ，長軸の向きが②の畝と同じことから，これらも畝

を構成していたものと思われる．調査区の西隅は，後述

する追構の遺存状態から，畑の影等はなかったと思われ

る．畑は本来，調査区の南壁付近まで，上述のビット列を

西端として②方向の畝が帯状に広がっていたと思われる．

写真 5 畑址（北より）

0 発掘調査

＜竪穴住居址＞

古代の竪穴住居址

120号住居址 （図 7)

調査区南束よりで検出した．約 4X 4. 5mで，北から

東に20゚ 程振れる．削平され，深さは20cm程度しか残っ

ていなかった．南壁中央，やや西よりにカマドが作りつ

けられ，カマドの前には硬化而があった．辿物は土師器

片が数点出土したのみである．

写真 6 120号竪穴住居址（北より）

165号竪穴住居址

調査区の北西部で，東堕下に住居址の南西隅のみが検

出された．全体の規模などは不明である．辿物は土師器

片が数点出土した．

写真7 165号竪穴住居址（南より）

166号竪穴住居址 （図 7)

120号竪穴住居址の東側で検出された．西側は120号住

居址によって切られており， 北西半分は調査区外である．

削平を受け，数センチの深さしか残っていなかった．

166号住居址に伴うと思われる，カマドの袖石の破片等

が散在していたが，検出した住居の範囲ではカマドの掘

方などは検出されなかった．
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図7 120号・ 166号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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166号竪穴住居址（南より）

古堺時代の竪穴住居址

174号竪穴住居址 （図 8)

調査区南東部で検出した．174号竪穴住居址の上には，

カマドの跡と思われる砂岩塊や焼土があったため，当初

は古代の住居址があると思っていた． しかし，焼土 ・カ

マ ドの位置と住居のプランなどが符合 しないため，別の

住居として掘り下げた．現状で約3.5 X 4 m,深さ約

0. 65mである．北を向く ．住居址の中央やや東よりに，

炉跡と思われる，細かな炭がたま った窪みがあり，周囲

に硬化面があった高杯などの土師器が出土した．5祉

写真 9 174号竪穴住居址（北より）
.,ヽヽ, . 

紀前半ごろと思われる．

175号竪穴住居址 （図 9)

調査区中央，やや東よ りで検出 した．約3.6 X 4. 2m, 

深さ約0.5mである．向きは北に対して20゚ 程東に振れ

る．174号竪穴住居址と同様に，住居の中央付近には，

炉跡と思われる細かな炭混じりの土が堆租 した窪みがあ

り，周辺に硬化而があった．出土辿物には高坪や甕など

の土師器がある． 5世紀前半～中頃と思われる．黒曜石

の破片も 出土したが，流れ込みであろう．

図8 、ヽー
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写真10 175号竪穴住居址 （北よ り）

200号竪穴住居址 （図 9)

調査区中央，やや北よりで畑址の下から検出された．

畝を検出する際，周辺で特に辿物の混入が多く，土質も

異なったため，下に追構があるものと想定していた．

175号竪穴住居址に類似した一辺が長い住居址である．

現状で約 5X 3. 5m, 深さは0.2m余，東に20゚ 程振れる．

東壁中央に炭と焼土の塊があったが，特に施設ではな

かった．他の住居址と同様に，住居の中央部には炉跡と

思われる窪みがあった．辿物には高杯 ・斐など土師器が

あるが，畑の1開墾時に散逸しているようである．

写真11 200号竪穴住居址（西より）

← 
ぶ;-・---

207号竪穴住居址 （図10)

調査区南西隅で検出された．本調査区において古瑣時

代のものでは被も大きな住居である ．大きさは約5.4 X 

5. 7m, 深さは0.6mで，向きはおおよそ他の住居址と同

じであるが， 175号や200号住居址よりは北を向 <.207

号住居址にも，中央やや南寄りに炉跡と思われる窪みが

あったが，その周囲にさらに四角形の浅い窪みがあった．

硬化面は切り取ったようにこの窪部分にはなく，その周

囲に広がっていた．迫物としては土師器の高杯や甕，鉄

鏃などが出土している．5世紀前半ごろと思われる．

15 

写真12 207号竪穴住居址（北より）

くその他の追構・遺物＞

177号祭祀 （？）迫構 （図11)

207号住居址付近の上而では，辿梢のプランは確認で

きなかったが，辿物がまとまって出土した．辿物には須

恵器の高坪，土師器で丹塗りの高杯，甕などがあるが，

時期幅があるようである．また，長さ約20cmの刀子も出

土した．刀子は刀身の半分程で折り，刃先側の半分を茎

のほ うに向けて置かれていた．これらの様子から，何ら

かの祭祀を行ったようである．

写真13 祭祀（？）追物出土状況（南より）

勾玉

古代の包含爵中から出土した． 175号竪穴住居址南側

で170号溝が交差する付近である．170号溝の真上である

が， 170号溝の辿物ではないだろう．頭部や尾部は優美

な曲線を描 くが，頚部のくびれがなく，やや形態が退化

した感がある．滑石製と思われる．

縄文土器群（図11)

調査区の北監付近で縄文土器がまとまって出土した．

辿構は検出されなかった．複数の固体の破片が集中して

おり，接合しても復元可能なものはなかった．黒色磨研

系の土器など，後晩期のものである．

1] 発掘調査
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図9 175号・ 200号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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図10 207号竪穴住居址実測図 (1/50) 

。
- Cl へ←... も〇含

a 

< 
ヽ
今-

応、

W暉 II=H1

1
．
獨
寧

ei廿
画

(
1
0
Y
R
2ヽ
2)

i
[

店
匹
翡
頭
闘

4
.

華

e廿
画

(
7
.
5
Y
R
4
4ヽ
)

5
.
 
I
I
~廿
画

(
1
.
7

ヽ
l
)

6
.
 
JI零

e廿
画

(
1
0
Y
R
2ヽ
2ー

2ヽ
3
)

7
.
 
J
I
~廿
識

(
1
.
7
/
1
)

8
.
 
JI華

e廿
識

(
1
0
Y
R
2ヽ
2)

に
琵
呼
竺
衷
襲

芹
靡
闊
竺
翡
斡

さ

L 

/／ 
/• 

＾
 

（ 
戸---.......．ジ'/'-＼

(/口)
， 

゜

／ 

rヽ-・＼、•,..-一·ノ
＼ 
.、—•

／ 

゜

ート

J 

匹

ロニ3

°‘° 

」

LH=ll.80m 

一三^11

1.黒褐色土層 (10YR2/3)
2.黒褐色土層 (10YR2/2)
3.黒褐色土層 (10YR2/2)
4.黒褐色土層 (10YR2/2)

5.黒褐色土層 (10YR2/2)
6.黒褐色土層 (10YR2/3)
7.黒褐色土層 (10YR2/3)
8.黒褐色土層 (10YR2/2)

LH=11.80m 

一三戸三ェ三--

9.黒褐色土層 (lOYR2/2)
10.黒褐色土層 (10YR2/2)
11.暗褐色土層 (10YR2/4)
12.黒褐色土層 (10YR2/2)

I 

＝:::-→-一•

1.黒褐色土層 (10YR2/2)
2.黒褐色土層 (1QYR2/2)
3.黒褐色土層 (10YR2/2)
4.褐色土層 (7.5YR4/4)
5a • b.黒褐色土層 (10YR2/3)

6.黒褐色土層 (10YR2/2)
7.黒褐色土層 (1OY比切｝ー2/3)
8.黒褐色土層 (10YR2/3)
9.黒色土層 (1.7/1)
10.黒褐色土層 (10YR2/3)

ll.黒褐色土層 (10YR2/3)
12.黒褐色土層 (10YR2/3)
13.黒褐色土層 (10YR2/2)
14.黒褐色土層 (lOYR2/3)
15.黒褐色土層 (10YR2/2)゚

2m 

ll 
発掘調査

L 



I 18 

4.成果と問題点

今回の調査は，先述したように本荘北地区を南北に分

ける暗渠を境にすると，初めての西南側での本格的な調

査であった．遺構の深さ，分布状況，内容を把握できた

ことは，今後の周辺での開発と調査において，有用な情

報となった．

暗渠北側では，今回検出したような水田の床土状の土

層はない．本年度初夏に実施された本荘南地区（医学部

敷地内）では，先んじて類似の土層が確認されており，

白川沿岸の土地利用と変遷を考える上で，貴重な情報と

なるだろう．

また，本調査区で検出した建物群は，北側の9901調査

地点の建物群と若干の相違があった．古墳時代の住居址

については，北側で検出した古墳時代前期の住居址群と

今回検出した住居址群の向きは全く異なる．北側では，

土地の傾斜に対して垂直方向をとっていたようだが，本

調査区の住居址は概ね北にならっている．古代の掘立柱

建物については，本調査区の建物は逆に北向きからはは

ずれており，これらもまた，北側とは異なる．古墳時代

から古代へ，集落の変遷などを考える上では面白い調査

結果であり，遺物の精査による詳細な時間軸上での検討

が今後必要である．

図11 177 • 276遣物実測図 (1/40 • 1 /20) 
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写真14 0411調査地点出土遺物 1 (1/3 ・ 1/2) 
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写真15 0411調査地点出土遺物 2 (1 /5) 
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皿一 1 黒髪北地区 （図12・ 13参照）

1. 黒髪団地北地区教室新築工事（渡廊下設箇） に

伴う立会調査 (0401)

く調査期間＞

2004年4月7日

く調査対象面籾＞

33. 8rri 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

法科大学院の設置にむけた，校舎新築工事に伴い渡り

廊下設置箇所の立会調査を実施した．地表下40cmの深さ

まで掘削したが，現代埋土であり包含爵や辿構而には達

しなかった．出土辿物もなかった．

写真16 作業風景 （西より）

写真17 トレンチ土層断面 （南より）

2.黒斐団地北地区熊本大学大学院社会文化科学研

究科研究室新築工事に伴う試掘調査

く調査期間＞

2004年 5月26日

く調査対象面和＞

7. 76対

く調査負＞

奥施者：坂田和弘（熊本県文化課）ほか 2名．

立会者 ：小畑弘己．

く調査概要 ・結果＞

県文化課による試掘調査が行われたので，埋蔵文化財

調査室も立ち会った．建設地内に幅 1m, 長さ3.6mほ

どのトレンチを 2本設置し，地山まで掘削を行った．地

表下90cm~1 mほどで古代辿物包含層である黒褐色土

陪， 1.2~1. 5rnほどで黄褐色土｝習（地山層）を確認した．

トレンチ 2において柱穴などの辿梢，それに伴い土師器

などの辿物が出土した．

写兵18

写真19

作業風景（南よ り）

トレンチ 1掘削状況（西より）

皿 立会 ・試掘胴査
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図12 黒髪北地区西半における調査地点配置図 (1/2000)
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図13 黒髪北地区東半における調査地点配置図 (1/2000)
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写真20 トレンチ 2掘削状況（南より） 写真22 記念碑周囲掘削状況
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3. 黒髪団地北地区記念碑設置工事に伴う立会調査

(0409) 

く調査期間＞

2004年 7月29日

2004年8月6日

2004年 8月20日

く調査対象面積＞

（既存記念碑周辺掘削）

（移設先掘削）

（移設先周辺工事）

写真23 移築先掘削状況 （東より）

72rri 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

体育館東側に設粧してあったラフカデイオ ・ハーン記

念碑の移築，及びレリーフを新設する工事に伴う立会調

査である．

既存の記念碑については周囲を地表下0.7程度掘削し，

基礎の深さを確認した．一部包含陪に達したため，これ

以下の掘削は行わなかった．記念碑の抜取作業はこれ以

上の掘削を避け，クレーン等で吊り上げることになった．

移築先は， 0.6m程度掘削 したが，包含）罹 ．辿構而には

達せず，辿構 ・辿物は検出されなかった．

写真21 作業風景 （北より）

'，ヤ？ヽ・

4. 黒斐団地北地区熊本大学大学院社会文化科学研

究科研究室新築工事に伴う立会調査 (0410)

く調査期間＞

2004年 8月9日（樹木移植）

20041:j:. 8月10日～ 8月11日（本体基礎掘削）

2004年］1月5日 （渡廊下屋根支柱基礎掘削）

2004年11月11日（樹木移植）

く調査対象面租＞

370ni 

く調査員＞

小畑弘己 ・大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

樹木移植では， 2x2 mの トレンチを 2箇所掘削した．

いずれも埋土内であり，辿物 ・辿；f竹の検出はなかった．

建物本体基礎部分を地表下0.7mまで掘削したが，包

含府 ・辿構而（地山）には達しなかった．

渡り廊下の屋根設置工事では， 0.5 X 0. 5 X 0. 6mの支

柱基礎を 4箇所掘削した．いずれも埋土の範囲内で，辿

物 ・辿椛＇の検出はなかった ．

樹木移植のために 2X 3 mほどのトレンチを 2個，

III 
立会 ・試掘調査



写真24 掘削作業風景（北より）

写真25 掘削状況 （北より）

写真26 基礎掘削作業風景 （南西より）

写真27 掘削状況 （北西より）

25 

写只28 土府状況 （東より ）
て-9.,..』 -

写兵29 渡り廊下屋根基礎配四状況 （東より）

写真30 掘削状況（西より）

地表下70cmまで掘削した．いずれも埋土内であり，辿

構 ・辿物ともに認められなかった．

5.黒髪団地北地区重要文化財案内板設匠工事に伴

う立会調査 (0417)

く調査期間＞

2004年10月12日

く調査対象面租＞

O. 5ni 

m 立会 ・試掘胴査
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く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

五高記念館および化学実験棟の入口前に，重要文化財

の案内板を設置する工事である．支柱用に直径0.2mの

穴を 2箇所ずつ，合計4箇所掘削した．深さ0.45m程度

掘削したが埋土内であり，追構・辿物は検出されなかっ

た．

写真31 科学実験室前地点作業風景（南より）
二 ～、 そ入、.'2 べ．．r・・'Yo . •• -．、.｀

写真32 掘削状況 （東より）
．で～笠をi.

写真33

褻

資料館前作業風景（南東より）

写真34 掘削状況（南より）

ダ下t15-： :'..¥: 

6.黒艇団地北地区夏目漱石記念碑標柱設置工事に

伴う立会調査 (0418)

く調査期間＞

2004年10月19日

く調査対象面積＞

0.3面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

既設の木柱に換え，新たな標柱を設置する工事である．

0. 5 X 0. 6mの穴を掘削し，古い標柱を除去したのち，

0.6mの深さまで掘削して新しい標柱を設樅 した．埋土

内の掘削であり ，辿構・辿物は検出されなかった．

写真35 作業風景 （北西より）

Ill 
立会 ・試掘調査



写真36 掘削状況（西より）

7. 黒髪団地北地区情報ネ ットワーク館関連工事に

伴う試掘調査

く調査期間＞

2004年12月15日

く調査対象面柄＞

18ni 

く調査員＞

実施者 ：古藤忠志 （熊本市文化財課）．

立会者 ：小畑弘己．

く調査概要・結果＞

市文化財課による建設地内の試掘が実施されたので，

立ち会った．

敷地内西端に，南北方向に 3本ほどの幅 1m, 長さ 2

~ 3mあまりのトレンチを設定し，地山まで掘削が行

われ，地表下30~50cmで地山而が現れ，その而にて柱穴

や住居址と思われる追構が検出された．それに伴い土師

器や須恵器などの辿物も若干出土した．

8. 黒髪団地北地区記念館（木造）取壊工事に伴う

立会調査 (0423)

く調査期間＞

2004年12月24日

く調査対象面稽＞

754rrl 

く調査員＞

小畑弘己

く調査概要・結果＞

既存建物コンクリート基礎を撤去する際に立会を実施

した．パックフォーにて引き抜き基礎掘り方以外は土を

扱わないという形態の工事であり，辿構，辿物ともに検

出されなかった．
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写真37 解体現場（北より）

写真38 基礎コンクリート一部除去後 （南よ り）

9. 黒髪団地北地区情報ネットワーク館事前工事

（配管工事）に伴う立会調査 (0425)

く調査期間＞

2005年2月1日

2月7~9日

く調査対象面租＞

160. 08n1 

く調査員 ・参加者＞

棺佳克．

岡田イツ代，森川征子，森川設，森田登．

く調査概要・結果＞

本調査は，情報ネッ トワーク館建設に先立ち，樹木の

移植および，既設の水道管 ・軍気ケープルの配線換え工

事に伴う ，掘削の立会調査である．

A地点では地表より深さ80cmから90cmで，古代の辿

物包含｝爵である黒褐色土荊 (lOYRZ I Z)を検出し，

土師器・須恵器が出土した．工事の掘削必要深度が， 地

表より深さ90cmであったので，調査に切り替えた．辿

物包含｝習を約10cm掘 り下げ，古代の土師器や須恵器の破

m 立会 ・試掘朋査
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片を数十点得た．南西端部分はハンドホール設似のため，

地表面より 150cm掘削を行い，黒褐色土府の下で褐色土

陪 (lOYR4 / 6)を検出した．粕査を行 ったが，辿梢

は未検出である．

B地点では，水道岱埋設のため地表より深さ70cmま

で掘削を行ったが，迅物包含附には到達せず，工事に切

り替えた．C地点では，配水管埋設のため，地表より深

さ70cmまで掘削を行い，附属図密館建設時の投乱が及

んでいない西半部分より，地表より深さ60cmで黒褐色の

辿物包含層上面を検出した．工事に支I蹄がなかったため，

辿構而は現状保存で掘削を完了した．辿構は未検出であ

る．D地点と E地点は附屈図翡：館建設時の祝乱を受けて

おり，迫物包含府 ・辿構の検出はなかった．F地点と G

地点では，樹木移植のため，地表より深さ60cm程掘削

を行ったが，辿物包含陪には到達しなかった．

写真39 A地点南東端ハンドホール部分掘削完了状況（北よ

写真40 B地点掘削状況（南より）

写真41 C地点掘削 ・包含陪検出状況 （西より）
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10. 黒髪 団地北地区資料館前水道管漏水修理工事

に伴う立会調査 (0427)

く調査期間＞

2005年2月4日

く調査対象面稲＞

1, 5 m' 

く調査員＞

柏佳克．

く調査概要 ・結果＞

2月3日に五寓記念館前で，水道管の老朽による淵水

が発見され，その緊急修理のため，立会のもと掘削を

行った．道路の舗装とバラスを外した段階で，水道管配

管時の溝の掘込みを検出し，その掘込みの範囲内で掘削

を行ったその後漏水部分を検出し，老朽化した五高

記念館への配水管を切断し，栓をして工事は終了した．

今回は撹乱部分の掘削のみであり， 本工事によ る辿跡の

破壊は無かった．

掘削完了状況 （北よ り）

--｝•きブー 一
n 

I ＝ 
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写真42
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皿―-2 黒髪南地区 (I図14参照）

,.黒斐団地南地区理学部駐輪場取設工事に伴う試

掘調査

く調査期間＞

2004年 8月23日

く調査対象面稲＞

1lnf 

く調査員＞

実施者 ：山下宗親（熊本市文化財課）

立会者 ：小畑弘己．

く調査概要・結果＞

建設地内において市文化財課によって試掘調査が実施

されたので，立会を行った．

敷地内に幅 1m,長さ 3111ほどのトレンチ 3本が入

れられ，ほぽ現在の道路面と同じレベルで古代包含陪で

ある黒色土が現れ，それ以下30cmの深さで柱穴などの辿

構を伴う黄褐色土陪（地山面）が現れた．これらに伴い

須恵器 ・土師器などの辿物も出土した．

2.黒斐団地南地区工学部台風被害による倒木起し

に伴う立会調査 (0414)

く調査期間＞ ＇ 

2004年 9月16日

く調査対象面租＞

4 rri 

く調査員＞

小畑弘己．

く調査概要 ・結果＞

工学部 ・理学部敷地内において台風による倒木の抜根，

掘り起こし作業に伴い立会調査を実施した．工学部査料

館西側，理学部 2号館前の樹木の立直しに際し，立会を

写哀43 掘削状況（南よ り）

'=`ー雫［しど

行ったが，掘削深度が地表下30cmほどであり， 表土およ

び埋土）習内に納まり，辿物 ・辿構は検出されなかった．

また，ほかの地点においては，樹木の引 き起こし作業の

みで，掘削を伴わないため，慎重に工事を行うよう指祁

した．

3. 黒髭団地南地区重要文化財案内板設置に伴う立

会調査 (0417)

く調査期間＞

2004:iF l◊ J~ 12日

く調査対象面和＞

0. 51甘

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・ 結果＞

訛要文化財に指定されている工学部査料館に関する案

内板を設置するための工事である．脊料館の東側および

南側入り 口付近の 2箇所に設置した．直径20cmの支柱用

の穴を 2箇所ずつ，計 4箇所掘削した地表下0.4~

0.65111掘削したが，埋土内で追構 ・辿物は検出されな

かった．

写真44 資料館東側地点作業風景（南より）

掘削状況（東南よ り）

"~ 
立会 ・試掘謂査
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4.黒俊団地南地区さく井設備工事に伴う立会調査

(0421) 

く調査期間＞

2004年11月29日

く調査対象面租＞

43ni 

く調査員＞

小畑弘己

く調査概要 ・結果＞

最も深い掘削部分（井戸ピッ ト部）で立会調査を実施

した．・地表下1.2mほど下げても，近現代の堆和）行であ

り，工事に支障はないものと判断した．辿構 ・辿物とも

に検出されなかった．他の工事区については， 1真煎にエ

事を進めるよう指祁した．

写真46 トレンチ掘削状況 （東よ り）
＂＇．七←→"-- •→←,1 

写真47 トレンチ土恩 （南より）

5.黒斐団地南地区樹木移植に伴う立会調査

(0428) 

く調査期間＞

2005年 2月21日～22日

く調査対象面粕＞

19rri 

く調査員＞

小畑弘己

く調査概要 ・結果＞

移植元で 2箇所，移植先で 1箇所の掘削が行われた．

最も深いところで地表下1.3mであったが，いずれも埋

土内であり，辿構 ・辿物ともに検出していない．

写真48

写真49

掘削状況（南より）

トレンチ掘削状況（南より）
• !',• 
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皿―-3 本荘北地区 （区12参照）

本荘団地北地区中央診療棟（軸）設営工事に伴

う試掘調査

く調査期間＞

2004年 4月9日

く調査対象面積＞

10. 44m' 

く調査員＞

実施者 ：坂田和弘 （熊本県文化課）

立会者 ：小畑弘己．

く調査概要 ・結果＞

診療棟建設予定地内において県文化課により試掘調査

が実施されたので，立会を行った．

試掘トレンチは，建設予定地の北側，東側およぴ南東

側に幅 1m,長さ 3m余りで設定された．東側のトレ

ンチ 2において，地表下260cmで土師器小片を含むやや

暗色の粘質土が現れ，溝 （水路）の底の可能性があった．

1. 

写真50 調査風景（西よ り）

写真51 トレンチ 1土府（西よ り）

また，南東角の トレ ンチ 3では地表下1.7mまで近代

の埋土で，地表下3.lmほどでやはり小河川か水路と思

われるものの底が現れた．この部分より古代の土師器類

を含む若千の辿物が検出された．

トレンチ 2土層（西より）

ア・<.. ,9 • .sマ9 . -.. 9-. 
＇，． ぅふ... ．．． ．．． .. 

.• : 

2. 

トレンチ 3土屈（西より）

本荘団地北地区中央診療棟（軸）設営工事に伴

う立会調査 (0403)

く調査期間＞

2004年5月14日

2004iF10)引14日

く調査対象面租＞

150n-i 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

中央診療棟本体部分の南側及び東側における，配管工

事に伴う立会調査である．東西の工事区間では，地表下

1. Ornの深さで掘削したが，包含陪 ・辿構面ともに検出

されなかった．南北の調査区間では地表下1.5mから

1. 6mで辿構而（地山）が検出された．周辺の土層の観

"~ 
立会 ・試掘調査
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察より，当該箇所は撹乱を受けており ，本来は地表下

0.9m程度で包含陪が検出されることがわかった．辿構

は検出されなかった．辿物は陶磁器片と古代の土師器片

が数点出土した．現在建設中の中央診療棟工事に関辿し

て，シートパイル設龍部分の溝掘をおこなった．深さは

0.5m程度で，埋土内の掘削であり逍構 ・辿物は検出し

てない．

写真54 作業風景（西より）

- ~U9多i

写真55 東西配管部掘削状況 （西より）

写真56 南北配管部掘削状況（北よ り）
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先の南北工事区間の東側に階段を設置する工事部分で

は，地表下0.8111程度まで掘削したが，埋土内で包含府

や辿梢面には達しなかった．包含府まであと 5~10cm程

度だった． 辿構 ・逍物は検出されなかった．

写真57 掘削状況（南東よ り）

3. 本荘団地北地区 （医病）基幹 ・環境整備工事 に

伴う試掘調査

く調査期間＞

2004年6月28日

く調査対象面稲＞

10111 

く調査員＞

実施者 ：山下宗親 （熊本市文化財課）

立会者 ：小畑弘己 ・大坪志子．

く調査概要・結果＞

熊本大学附属病院地区における基幹 ・現が2整備事業に

伴い， 試掘調査が熊本市教育委員会文化財課の山下宗親

氏によって実施され，立会った． トレンチを 2箇所に設

定して調査を行った．1トレンチでは地表下1.7mで包含

荊を確認し， 中位程で土師器底部，下部では縄文土器底

部が出土した地表下2.lmで追構面（地山）を検出し，

土城状の辿構 を確認した．2トレンチにおいても地表下

2. 3~2. 4m辿構而（地山）を検出， 溝或いは住居状の追

構を確認した．

lll 立会 ・試掘謂査



34 

写真58 作業風景（北西より）

写真59
・ゞ

写真60

4. 

トレンチ 1掘削状況 （北東より）

トレンチ2掘削状況 （北西より）

本荘団地北地区（医病）基幹・環境整備（ポン

プ室 •RI 実験室取壊等）工事に伴う立会調査

(0411) 

く調査期問＞

2004年 8月17~19日 ・23日 （ガス管切替）

2004年9月 3日 （水道プラグ止）

2004年9月14日～22日（既存建物解体）

2005年 1月27日～ （調査継統中）

く訓査対象面栢＞

420ni 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

本体工事に支熙となるガス行の切替え工事を行った．

既存のガス管の位附と深さを確認し，地上に総出して再

配管する工事である．切替連絡部分では1.2~1.8m掘j'jlj

したが，包含陪 ．辿構而 （地山）は検出されなかった．

解体されるボンプ室に繋がる水道管を止める工事では，

受水柏）協を掘削したが，受水槽の掘方内で，辿構・辿物

の検出はなかった．

既存建物解体では， RI実験棟 ・プレハプの基礎 ・ポン

プ室 4箇所 ・受水槽 ・貯留梢 ・稀釈槽の解体を行った．

地上建物の基礎については，掘削深度が浅く包含庖 ・遺

構而（地山）には達しなかった地下に埋設されていた

各種の水梢等は周囲を掘削せず，破砕 ．抜取作業で対応

した．辿構 ・辿物の検出はなかった．

現在継続中の立会調査では，掘削深度が包含陪 ．辿構

而に達するため，発掘調査に切替て対応している．これ

までに，古代の溝数条と ，住居址 3軒が確認されている．

写真61 作業風暴（東より）

写真62
..,,.. 

既存ガス管掘削状況
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写奥63 既存ガス管掘削状況 （東よ り）

写真64 解体作業風暴（南よ り）
JI_ 

.....,.............., ＿ fし入しらt“9.

写真65 受水槽解体状況（南よ り）

—コ—ヽ

写真66 稀釈槽解体 ・撤去状況（西よ り）

5.本荘団地北地区附属病院都市ガス漏配管修理工事に

伴う立会調査 (0412)

＜調査期間＞

2004年 9月16日

く調査対象面租＞

5. 7 rri 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

当該箇所周辺を地表下1.55~2. Omまで掘削したが，

既設管の掘方内で，辿構 ・逍物の検出はなかった．

写真67 作業風景（南西より）

写真68 掘削状況（南より）
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6. 本荘団地北地区附厩病院台風被害による倒木起

しに伴う立会調査 (0416-1) 

く調査期間＞

2004年 9月21日

く調査対象面租＞

8 rri 

く調査員＞

小畑弘己．

く調査概要 ・結果＞

台風被害による倒木の立て直し作業に際して立会を実

施した．いずれも掘削深度が地表面から50-30cmほどで，

表土 ・埋土層内であり ，辿構 ・辿物ともに検出されな

かった．

写真69 掘削状況（南より）
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7.本荘団地北地区附属病院福利厚生施設引込配線

工事に伴う立会調査 (0419)

く調査期間＞

2004年10月22日

く調査対象面租＞

2. 23rri 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

台風により，福利厚生施設の砥柱が傾いたため，新設

および立て直す工事である．

幼稚園内に新たに遁柱を設侶した．軍柱設骰部分は直

径0.6mの穴をドリルで掘削したため，辿構は確認でき

なかった．支柱を埋設するため周囲を1.35 X 0. 35mの範

囲で深さ0.6m掘削したが，埋土内で辿構 ・辿物は検出

されなかった．

看設師寮前 ・駐輪場そばの俎柱は同じ場所で新しい雷

柱を設置した．その際，支柱を埋設するため周囲を1.25 

xi.om, 深 さ0.6m掘削した．埋土内で辿構 ・辿物の検

出はなかった．

写真70 作業風景（南東よ り）

写真71 掘削状況（南より）

写真72 新設電柱・周辺掘削状況（北西よ り）
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8.本荘団地北地区中央診療棟（軸）工事に伴う立

会調査 (0422)

く調査期間＞

2004年12月6日

く調査対象面稲＞

66. 4n-i 

く調査員＞

小畑弘己

く調査概要・結果＞

掘削範囲内は地表下2.3mまですべて投乱を受けてお

り，造構 ・辿物と もに検出されなかった．

写真73 作業風景（北より）

エ団予頂

写真74 掘削後の状況（南より）

9. 本荘団地北地区ボンベ庫取設工事に伴う立会調

査 (0424)

く調査期間＞

2005年 1月11日

く調査対象面租＞

14.5面

く調査員＞

小畑弘己
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く調査概要・結果＞

掘削部は北側に隣接する外来臨床研究棟の地下室掘削

のためすでに掘られた可能性のある部分であった．掘削

すると埋設管なども多く ，部分的に地表下70cmまで掘削

し，土層を確認したと ころ，依然埋土愚の範囲内であっ

た．辿構 ・辿物ともに検出されなかった．

写真75 作業風景（南東より）

I~~ •ロ---------- I/ 
/ 

写真76 掘削後の状況（南西より）

10.本荘団地北地区防火水槽取設工事に伴う試掘

•発掘調査 (0426)

＜調査期間＞

2005年 2月4日

2005年2月8~9日

く調査対象面稽＞

84ni 

く調査員 ・参加者＞

小畑弘己．

押方富江・小細工洋子 ・林田恵子 ・番山明子 ・福田久

美子 ・ 松本和徳 • 宮村邦子．

く調査概要 ・結果＞

2月4日に試掘を行い，地表下1.5111で溝状の追構を

確認 した．2月8 • 9日に本調査に切り替え，発掘を実

Ill 立会 ・試掘調査
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施したところ，幅 3mで北束～南西方向の18世紀以降

と思われる溝を検出した．溝内からは磁器や陶器片のほ

写真77 調査区全景 （北より）

↓・ぷ・
． ・--・' ぷ'

さ・
‘`,,•. . . ． ,.:. ュ^・

か，馬の下顎骨や銅銭 （北宋銭）なども出土した．

写真80 第 2号溝完掘状況（南西より）

写真78 調査区全景（北西よ り） 写真81 第 2号溝土府（南西より）

写真79 調査区全景（西より） 写真82 第 2号溝馬下顎骨出土状況（南より）

III 
立会 ・試オ屈調査
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m-4 本荘南地区

iil櫨J'り11il1i,IIIIII’'1社r~―h L+,_1~＊「…ゴl

（図15参照）

堕呂l

1.本荘団地中地区医学部台風被害による倒木起し

に伴う立会調査 (0416-2) 

く調査期閻＞

2004年 9月22日

く調査対象面積＞

1. 5rrl 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

台風により傾いた木を起すために， 0.7 X 0. 7 X 0. 6m 

程度の掘削を 3箇所行った．いずれも埋土内で包含層・

遺構面（地山）には達しなかった．遺物・遺構の検出も

なかった．

図15 本荘南地区における調査地点配置図 (1/2000)
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写真83 作業風景（南より）

写真84 掘削状況（南より）

皿―-5 京町地区 （図16参照）

1. 京町地区附属中学校台風被害による倒木起しに

伴う立会調査 (0413)

く調査期問＞

2004年 9月16日

く調査対象面積＞

8 rri 

く調査員＞

小畑弘己

く調査概要 ・結果＞

1プール横のキンモクセイの倒木を立て直すため，50cm

ほど掘削を行ったので，その際立会を実施 した．掘削深

度では依然埋土陪内であり，造構 ・追物ともに検出され

なかった．他の樹木は引き起こしのみで，掘削を行わな

いため，偵重に工事を進めるように指諒した．

ー

／

図16 京町地区における調査地点配證図 (1/2000)一L---
口 R

□
ロ
ー

゜
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写真85 調査地点近景（東より）

掘削状況 （南よ り）

皿一 6 薬学部地区 （図17参照）

1.薬学部地区植物園棚支柱ほか設置に伴う立会調

査 (0404)

く調査期間＞

2004年 5月21日

く調査対象面籾＞

3. 3 rri 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

薬草園に棚と看板を設置するための工事である．支柱

36本が設骰される範囲内で 6箇所， トレンチを設定して

掘削 した．予定の掘削深度（地表下0.6m)までは現代

埋土であり，包含陪 ．辿構而には達しなかった．

看板設置においては，0.6 X 0. 5mの範囲 2箇所を深さ

0.8mまで掘削した．包含層 ・追構而には達 しなかった．

辿物も出土しなかった．

写真87 作業風景（南より）

ぐ 曰ー百

トレンチ5掘削状況（南よ り）
;安,¥，'えが必さを邸 Js,

写真89 看板設證部分掘削状況 （南より）

m
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図17 薬学部地区における調査地点配置図 (1/2000) 

④ !！二。ロ__＿□ 言―-；t--------.ー//7l 

□ LJ。[//
2. 薬学部地区宮本記念館新営機械設備及びその他

工事に伴う立会調査 (0405)

＜調査期間＞

2004年6月25日

く調査対象面稲＞

68.48面

く調査員＞

大坪志子．

写真90 作業風景（北より）

l]] 立会・試掘調査

く調査概要・結果＞

宮本記念館本体の基礎部分掘削のための立会調査であ

る．基礎設樅状況にあわせて，建設予定地の四隅及び中

央にグリッドを設定した地表下1.2~1. 3mで辿構面

（地山）を検出したが，辿構は検出されなかった．南東

隅は撹乱のため地表下2.4mまで掘削したが辿構面には

達しなかった．本体予定地の中央部および北西部分で水

田の床土のような粘性の高い陪を検出したが，明確な追

構はなかった．出土辿物もなかった．

写真91 グリッド 1掘削状況（北より）
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写真92 グリッド 5掘削状況（西より） 写真93 基礎撤去作業風景（西より）

薬学部地区薬学部宮本記念館（仮称）建設に伴

う立会調査 (0406)

く調査期間＞

2004年 5月24日（旧建物基礎撤去・樹木撤去）

2004年 5 月 26 日（樹木撤去•本体部一次掘削）

2004年 6月4日（電気配線）

2004年10月26日～10月28日（電気配線 ・給水管）

2004年11月12日（給水管 ・ガス管）

2004.9’11月29日（樹木移植）

く調査対象面積＞

1332. 4rri 

く調査員＞

小畑弘己 ・大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

薬学部記念館（仮称）建設工事に伴う立会い工事であ

る．旧建物の基礎撤去工事は，地表下0.4mまでの掘削

で包含層・遣構面には達しなかった． また樹木を 2本撤

去したが，これも地表下0.4~0.5mの掘削で包含陪 ・追

構面には達しなかった．樹木 2本の撤去とガス配筒工事

では，樹木については0.5m程度，ガス配管部分につい

ては0.7mまで掘削したが，包含層・追構面には達しな

かった． ともに迫構・遺物は検出されなかった．本体部

の一次掘削では辿構面に達したが，辿構ぱ検出されな

かった．電気配線では，ハンドホール部分を地表下

1.15mまで下げ，水田の床土のような土層を確認したが

包含陪．辿構面は検出されなかった．配管部分はこれよ

り浅く，埋土内の工事で，迎構 ・造物は検出されなかっ

た．

10月以降，ガス ・給排水の配管工事を随時行った．遁

気のハン ドホールや給水管の桝を設置 した部分では地表

下1.2m ~1. 5m まで掘削し，包含層及び辿構面 （地山）

を検出したが，追構・辿物は検出されなかった．

3. 

写真94 掘削状況（南より）

写真95

写真96

8 

-. . •←・ ・々・亀・.ごふ；ゞ

ハンドホール部分掘削状況（東より）

,... -モ•`‘`'ム・~-集---...―`---ンヽ．へ•.. 文で3

電気工事作業風景（北東より）

ill 
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写真97 ハン ドホール部分掘削状況 （北より）

写真98 給水管部分掘削状況（西より）

写真99 樹木移植先作業風最（北よ り）

写真100 樹木移植先掘削状況（南より）

m 立会・試掘調査

写真101 樹木移植先作業風最（南より）

写真102 樹木移植先掘削状況（西より）

4.薬学部地区台風被害による倒木起しに伴う立会

調査 (0415)

く調査期間＞

2004年 9月21日

く調査対象面籾＞

10対

く調査員＞

小畑弘己

く調査概要 ・結果＞

台風被害による倒木の立て直し作業に際して立会を実

施したいずれも掘削深度が地表而から50~30cmほどで，

表土 ・埋土J杓内であり ，辿構 ・辿物ともに検出されな

かった．



写真103 作業風最（南より）

5. 薬学部地区テニスコート整備工事に伴う立会調

査 (0420)

く調査期間＞

2004年11月16日

く調査対象面和＞

695111 

く調査員＞

小畑弘己

く調査概要 ・結果＞

テニスコー トネッ ト支柱（深さl.Om),および樹木撤

去部分に トレンチ 2個を掘削し，辿梢 ．辿物の状況を確

認したところ，周辺の古代辿物包含層に相当する黒褐色

土層および，地山層に相当する黄褐色土陪は確認できた

が，迫物 ・辿構ともに検出されなかった．支柱部分で黒

褐色土層上而が地表下60cm, 南端の樹木撤去部分で同層

上面がl.lmで確認できた．よって，北→南へとゆるや

かな地形の領斜があることが確認できた．

写真104 支柱部トレンチ土阿（南より）
,. 
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写真105 樹木抜根部トレンチ土府 （北より）

6.薬学部地区雨水設備工事に伴う立会調査

(0429) 

く調査期間＞

2005年 2月21日

く調査対象面和＞

4.25面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

路而の排水のために，桝を設附し既設の桝に繋げるエ

事である．0.35 X 0. 35m程度の桝を 2箇所に設附し，既

設桝に繋ぐ配管部分を掘削 した．最も深い部分で，

0.45m,配管部分はアスファルト ・バラスを除去した深

さ（約0.3m)で，埋土内であった．追物 ・辿構の検出

はなかった．

皿一 7 宇留毛地区

1. 宇留毛地区小碩宿舎揚水管漏水配管改修工事に

伴う立会調査 (0408)

く調査期間＞

2004年7月26日

く調査対象面和＞

26. 2 rri 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

宇留毛地区小硝宿舎の揚水配管漏水工事に伴い，立会

調査を行った．国際交流会館B棟裏から 1号宿舎までの

配管である．このうち 1号宿舎前にはと 2号宿舎がある

下段までの斜而，道路，その下段までの斜而を掘削した．

III 立会 ・試掘詞査
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部分的には地表下0.7~0. 8m，その他はおおよそ0.6m,

幅0.5mで掘削を行ったが，いずれも埋土の範囲内で辿

構 ・辿物の検出はなかった．

写真106 作業風景（東よ り）

写真107 道路横断部分掘削状況（南より）

芦 ＇、五迄迄え癖こ

Ill 立会・試掘調査

写真108 1号宿舎前掘削状況（南よ り）
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平成16年度熊本大学埋蔵文化財調査室が行った調査は、発掘調査3件、立会調査29件 (2月末現

在）、試掘調査 6件であった。このうち本荘南地区（医学部）発生医学研究センター建設に伴う発

掘調査はPFI制度によるもので、形式上「外部委託」であるために、整理報告は別途おこなう。

本荘北地区（附属病院）における基幹・環境整備に伴う発掘調査では古代と古墳時代の集落跡と溝

が多数検出され、本荘地区は古墳時代から奈良•平安時代にかけて大規模な集落が存在していたこ

とが明らかとなった。古代においては本荘北地区はで河岸後背地に形成された高まりの上に古代の

畑跡が検出され、一方本荘南地区では水田が形成されていたことが判明し、場所による土地利用の

違いが指摘できることは注目すべきである。平成17年2月からは黒髪北地区で情報ネットワーク館

建設に伴う調査が現在進行中であるが、古墳時代の集落跡が検出されつつあり、養蚕の渡し、ある

いは養蚕駅周辺で営まれた家屋群と見られる。

本年度も立会調査を多く行ったが、工事に関する図面と実際の工事場所が異なる手違いがままあ

り、調査時に混乱を招き、ひいてはその都度教育委員会に提出する書類の変更などの無駄な事務量

が増加している。ケアレスミスも含めてもう少しチェック体制を見直してほしいというのが埋蔵文

化財調査室からの御願いである。

大学が法人化して予算システムが変更になったことから、調査概略報告を出版するための資金が

不足する可能性があるとされる。文化財保護法による「記録保存」は調査から半年以内に遺跡調査

の概略報告を提出することが義務付けられており、その後正式な発掘調査報告書を刊行して、世間

に遺跡の内容とそのもつ歴史的な意味を公表することで、「記録保存＝発掘調査」の業務がはじめ

て完了するのであり、制度の見直しと改善が必須である。

熊本大学埋蔵文化財室長

文学部教授甲元慎之

祓文

,_柑
i
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In 1985,Kumamoto University planed reconstruction of 
campus. But it was known that some of campus is designated as 
buried cultural assets zone. In the fiscal year 1994, Kumamoto 
University formed the Archaeological investigation committee 
and the Archaeological Operation Office in haste, and has been 
excavating the campus sites when the superannuated school 
b.uildings were rebuiit since then. We have two main campus 
sites at another areas. The one is the Kurokami area where is 
constituted of faculty of science and faculty of Engineering (south 
area), faculty of Education, faculty of Laws, and faculty of 
Letters(north area),and locates in Kurokamimachi site. The site 
is located at the foot of Mt Tatuta(above 151.6m)on a low 
terrace(above sea level 18-25m)formed by the Shirakawa River. 
The site are regarded as an ancient station "Kokai". The other 
one is the Honjo area where is constituted of School of medicine, 
college of Medical Science(south area), and Kumamoto University 
hospital(north area),and belong to Honjo site. The site located on 
a low terrace(above sea level-12-13m)formed by Shirakawa 
River, similar to Kurokamimachi site. It is 2km from 
Kurokamimati site to Honjo site in a straight line. In the 
circumstance of Honjo site, there are large ancient settlement 
sites like Oe site and Shinyashiki site. 
The number of investigations in the current year is the 

following: 3excavations, 28presence investigations and 6trial 
excavation as of February28. The main results are the following. 
At 0402excavation spot in the Honjo site, we excavated the site 

before the construction of the institute of Molecular Embryology 
and Genetics. The excavated area is about 1,200square meters. 
We excavated structural remain and relics of Kohun period and 
ancient times. 
At 04llexcavation spot in the Honjo site, we excavated the site 

before the construction of the well plant The excavated area is 
about 55lsquare meters. The structural remains level of the site 
is deep point under grand, so it is not destroyed by modern 
construction seriously. 
The result of excavation, we found 5 ditches of early modern 

period and some post holes, 3 pit dwellings, 4 embedded-pillar 
buildings, a field, 3 ditches and some post holes of ancient times, 3 
pit dwellings of Kohun period. We got potteries of these times, 
fragments of Jomon pottery, and some obsidian as tip or flak and 
some potteries of Jomon period. 
And we found many kind of pottery and an iron knife, we think 

maybe they are ritual paraphernalia The knife was broke and 
the half part that has a tip of a sword blade was laid in the 
opposite direction. 

The fragments of Jomon pottery had no obvious structural 
remains, but they gatherded like have a・ structural remain. The 
main times of the site that we have excavated around this 
excavation point is Kohun period and ancient times, but we must 
have a care of relic and structural remain of Jomon and Yayoi 
period from now on. 
This is the first full-scale excavation that we do on the south 

side of the culvert flows across the Honjo north area. We got new 
facts that the extend of the settlement of Honjo site spreads to 
the south side of the culvert at this excavation, and we knew this 
settlement spreads to the east too at the excavation that we did 
around the 04llpoint for every kind of construction work in 
relation to the construction of the well plant 
At these excavations in current year, we got new splendid 

results as above. We got new facts at every excavation, but there 
are many ambiguous points about a scale and character of the 
site, too. 
So we will do best to make it obvious the whole aspect of these 

sites from now on, too. 
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直鳳］こ 、叫序度瞑岱大学埋蔵文化財保護対策組讐□］
＇丑圧 ll1 9,“", 1,，I’’’l,」,". MlIl憎l"＇’ l"’9999i剛'9,1、'9i―l,1,IIl‘＇止IりlI,，"’III’',l1--’’’

1 ■ 国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則 (Hl6. 4. 1-) 
.. 

r
 

（設置）

第 1条 国立大学法人熊本大学（以下「本学」という。）に、国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会（以下「委

員会」という。）を置く。

（任務）

第2条 委員会は、本学の施設整備に伴う埋蔵文化財の発掘調査に関する重要事項を調査審議する。

（組織）

第3条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 各学部、大学院自然科学研究科及び医学部附属病院から選出された教授又は助教授 各 1人

(2) 施設部長

(3) 埋蔵文化財調査室長

(4) その他委員会が必要と認めた者 若干人

2 前項第 1号及び第 4号の委員は、学長が委嘱する。

3 第 1項第 1号及び第 4号の委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。

4 第 1項第 1号及び第4号の委員に欠員を生じた場合の補欠の委員の任期は、前項の規定にかかわらず、前任者の残

任期間とする。

（委員長）

第4条 委員会に委員長を置き、委員の互選によって定める。

2 委員長は、委員会を召集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）

第5条 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決をすることができない。

2 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（意見の聴取）

第6条 委員長は、必要があるときは、委員以外の者を出席させ意見を聴くことができる。

（調査室）

第7条 委員会に、埋蔵文化財の発掘調査に関する業務を行うため、埋蔵文化財調査室（以下「調査室」という。）を

置く。

2 調査室の業務、組織その他必要な事項については、別に定める。

（事務）

第8条 委員会の事務は、施設部施設企画課において処理する。

（雑則）

第9条 この規定に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が別に定める。

附則

1 この規則は、平成16年4月1日から施行する。

2 この規則施行後、最初に委嘱される第 3条第 1項第 1号の委員は、同号の規定にかかわらず、この規則施行の際現

に熊本大学埋蔵文化財調査委員会委員である者をもって充てるものとし、その任期は、同条第 3項の規定にかかわ

らず、平成17年3月31日までとする。

付篇 2004年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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2.熊本大学埋蔵文化財調査室要項

（趣旨）

第 1条 この要項は、熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則第 8条第 2項の規定に基づき、熊本大学埋蔵文化財調査室

（以下「調査室」という。）の業務、組織その他必要な事項について定める。

（業務）

第 2条 調査室は、熊本大学（熊本大学医療技術短期大学部を含む。以下「本学」という。）の施設整備に関する次の

業務を行う。

(1) 実施計画の立案及び実施に関すること。

(2) 出土した埋蔵文化財の整理、保管及び保存に関すること。

(3) 文化庁等に提出する報告書の作成に関すること。

(4) その他必要な事項

（組織）

第 3条調査室に室長を置く。

2 室長は、調資室に関する業務を掌理する。

3 、調査室に調査員その他必要な職員を置くことができる。

4 調査員は発掘調査に関する業務を行う。

（室長等の任命）

第4条 室長及び調査員は、本学の教官のうちから学長が任命する。

2 学長は、必要がある場合は、学外の者を調企員に委嘱することができる。

（事務）

第 5条 調壺室の事務は、関係学部等の協力を得て、施設部企画課において処理する。

（雑則）

第 6条 この要項に定めるもののほか、調査室の運営に必要な事項は、熊本大学埋蔵文化財調査委員会が定める。

附則

この要項は、平成12年4月 1日から実施する。

（国立大学法人化に伴う変更）

（変更前）

第1条

第2条

第5条

第6条

熊本大学埋蔵文化財調査委貝会

熊本大学埋蔵文化財調査室

熊本大学

熊本大学医療技術短期大学部を含む。

施設部企画課

熊本大学埋蔵文化財調査委員会

変更後の要項は、平成16年4月 1日から実施する。

（変更後）

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査室

国立大学法人熊本大学

熊本大学医療技術短期大学部は含めない。

施設部施設企画課

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会

3. 2004年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 埋蔵文化財調査室組織 (2004年4月 1日現在）

＜室 長＞ （併・文学部教授）

く調査員＞ （併・文学部助教授）

（併・文学部助手）

付篇 2004年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

甲元慎之

小畑弘己

大坪志子

橙 佳克 (2005. 1. 17~2007. 3. 30) 



く事務補佐員＞

＜室内作業員＞（2004年11月～2005年 3月）

前田知聖

古賀敬子

首藤優子

溜渕俊子

早田咲百合

山寄早苗

2 埋蔵文化財調査委員会

委員長 北野 隆（熊本大学工学部教授） 任期 (2003.4. 1 ~2005. 3. 31) 

(2003. 4. 1 ~2005. 3. 31) 

(2003. 4. 1 ~2005. 3. 31) 

(2004. 4. 1 ~2005. 3. 31) 

(2004. 4. 1 ~2005. 3. 31) 

(2003. 4. 1 ~2005. 3. 31) 

(2003. 4. 1 ~2005. 3. 31) 

(2003. 4. 1 ~2004. 6. 30) 

(2004. 11. 1 ~2005. 3. 31) 

(2003. 4. 1 ~2004. 10. 1) 

(2004. 10. 1 ~2005. 3. 31) 

(2004. 4. 1 ~2004. 12. 31) 

(2005. 1. 1 ~) 

委員 杉井 健（文学部助教授）

春田 直紀 （教育学部助教授）

中村直美 （法学部教授）

審議事項

木村弘信 （理学部教授）

小川 尚（医学部教授）

今村 順茂 （薬学部助教授）

土亀 直俊 （附属病院助教授）

森下昭治 （同上）

伊藤重剛 （自然科学研究科助教授）

伊東龍一 （同上）

小島敏行 （施設部長）

森川能任 （同上）

甲元 慎之 （埋蔵文化財調査室長） (1994. 5. 16~) 

2004年4月21日 第18回埋蔵文化財調査委員会議事要録確認

委員名簿確認

2004年10月7日

委員会規則について

国立大学法人化に伴う埋蔵文化財発掘届出の変更について

平成15年度埋蔵文化財発掘調査結果について

平成16年度埋蔵文化財発掘調査予定について

今後の埋蔵文化財発掘の届出について

その他

第19回埋蔵文化財調査委員会議事要録確認

委員の交代について

平成16年度埋蔵文化財廃掘調査について

平成17年度予定事業による発掘調査予定について

その他
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【室長】

甲元員之

•平成16年度 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（A) (1)海外学術調査「極東地域における前期完新世の環

境変化と生業システムの適応に関する研究」研究代表者

•平成16年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（A) (1)海外学術調査 「中国・中原地域出土古人骨の人類

学的研究」分担研究者

付篇 2004年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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•平成16年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（A) (2)「中国・琉球列島間のタカラガイの需要・供給に関

する実証的研究」分担研究者

•平成16年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (A) 「琉球列島における農耕社会成立過程の解明に向けた実

証的研究」分担研究者

九州古代種子研究会第 2回研究集会 (2004年5月29• 30日宮崎県西都市）開催

【調査員］

小畑弘己

•平成16年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (B) (2) 「雑穀資料からみた極東地域における農耕受容と拡

散過程の実証的研究」研究代表者

•平成16年度 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（A) (1)海外学術調査「極東地域における前期完新世の環

境変化と生業システムの適応に関する研究」分担研究者 1 

•平成16年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（A)「琉球列島における農耕社会成立過程の解明に向けた実

証的研究」分担研究者

•平成16年度 文部科学省特定領域研究 「中世考古学の総合的研究一学融合を目指した新領域創生ー」研究区分COl-

2 「北東アジア中世遺跡の考古学的研究」分担研究者

石器原産地研究会第 4回研究集会 (2004年4月3• 4日佐賀県多久市）開催

九州古代種子研究会第 2回研究集会 (2004年5月29・ 30日宮崎県西都市）開催

石器原産地研究会第 5回研究集会 (2004年11月20・ 21日熊本県泉村）

大坪志子

・鹿児島県大島郡笠利町マツノト遣跡発掘調査参加（平成16年度 文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (A) 「琉

球列島における農耕社会成立過程の解明に向けた実証的研究」研究代表者 木下尚子）

・九州縄文文化研究会沖縄大会 発表

付篇 2004年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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ふりがな ふりがな コード

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

ほんじょう「
くまもと

熊本県 32° 130° 20040413 学校敷地内

本庄遺跡 熊本市 43 201 285 47' 42' ～ 1241. 75面 の開発事業

(0 4 0 2地点） ほんじょう 39" 47" 20040531 に伴う

本 荘

くまもと

ほんじょう 熊本県 32° 130° 20041101 学校敷地内

本庄遺跡 熊本市 43 201 285 47' 42' ～ 551rri の開発事業

(0 4 1 1地点） ほんじょう 43" 40" 20041228 に伴う

本 荘

くまもと

くろかみまち 熊本県 32° 130° 
20050221 ~ 学校敷地内

黒髪町遣跡 熊本市 43 201 278 48' 43' 
調査中

1170. 4rri の開発事業

(0 4 2 5地点） くろかみ 54" 40" に伴う

黒 彩友

くまもと
20050204, 

ほんじょう 熊本県 32° 130° 学校敷地内

本庄遣跡 熊本市 43 201 285 47' 42' 
20050208 

84面 の開発事業
～ 

(0 4 2 6地点） ほんじょう uら50” -1b 45" に伴う

本 荘
20050209 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

本庄遺跡 縄文後期
古代土器・縄文土器

(0 4 0 2地点）
集落址

古墳・古代
溝・住居址 縄文石斧

古代青銅製耳輪

本庄遺跡 古墳・古代
竪穴住居址 縄文土器

(0 4 1 1地点）
集落址

近世～近代
掘立柱建物址 古墳土師器・須恵器

溝・畑 古代土師器・須恵器

鉄鏃•石器・勾玉

黒髪町遺跡
調査中

(0 4 2 5地点）

本庄遣跡
集落址 中～近世 溝

土師器・須恵器

(0 4 2 6地点） 馬骨・銅銭
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